
情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

と私
わたし

たち

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

30×32
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -1図説情報Ⅰ

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法 縮　尺

実教出版 2 0’ -1
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

43×28
天地

製作： 作成者：

入
稿序

図説情報 I新訂版R8
10
 10

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

45×28
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -2図説情報Ⅰ

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

43×28
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -3図説情報Ⅰ

業
ぎょう

務
む

の効
こう

率
りつ

化
か

地
ち

域
いき

格
かく

差
さ

の解
かい

消
しょう

人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

への対
たい

応
おう

 VR*1の活
かつ

用
よう

　　　　　　　

　　 AR*2の活
かつ

用
よう

情
じょう

報
ほう

入
にゅう

手
しゅ

の容
よう

易
い

さ

個
こ

人
じん

による情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

序
じょ
章
しょう

コンピュータやインターネットに代
だい

表
ひょう

される情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

によって社
しゃ

会
かい

は変
へん

化
か

してきた。過
か

去
こ

か
らどのように変

か

わってきたのかを考
かんが

えるとともに，人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

（AI）やロボットなどの進
しん

化
か

に
よって，社

しゃ

会
かい

や私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

がどのように変
か

わっていくのか考
かんが

えていこう。

タブレット端
たん

末
まつ

の普
ふ

及
きゅう

移
い

動
どう

無
む

線
せん

電
でん

話
わ

の登
とう

場
じょう

（1940年
ねん

代
だい

後
こう

半
はん

）
※写

しゃ

真
しん

は1950年
ねん

代
だい

のものである。

スマートフォンの普
ふ

及
きゅう

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

の普
ふ

及
きゅう

と小
こ

型
がた

化
か

・高
こう

機
き

能
のう

化
か

パソコンの普
ふ

及
きゅう

・高
こう

性
せい

能
のう

化
か

電
でん

子
し

計
けい

算
さん

機
き

の登
とう

場
じょう

（1940年
ねん

代
だい

）

AIという言
こと

葉
ば

がはじめて使
つか

われる
（1956年

ねん

）

第
だい

1次
じ

AIIブーム
第
だい

2次
じ

AIIブーム

*1：V
バーチャル
irtual R

リアリティ
ealityの略

りゃく

。

*2：A
オーグメンテッド
ugmented R

リアリティ
ealityの略

りゃく

。

情
じょう
報
ほう
技
ぎ
術
じゅつ
が情

じょう
報
ほう
社
しゃ
会
かい
に果

は
たす役

やく
割
わり

インターネットの普
ふ

及
きゅう

1900年
ねん

2000年
ねん

今
いま

までの情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

とこれからの情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

2 0000 0010
02



インターネット

食材の在庫
の確認

戸締りの確認
機械の動作の確認

ペットの見守り

人 もの

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

48×47
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -4図説情報Ⅰ

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

41.5×35
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -7図説情報Ⅰ

2021.11.8/実教修正

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

58.5×31
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -9図説情報Ⅰ

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

56.5×31.5
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -10図説情報Ⅰ

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

42×52
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -11図説情報Ⅰ

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法 縮　尺

実教出版 3 0’ -2
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

42×52
天地

製作： 作成者：

入
稿序

図説情報 I新訂版R8
10
 10

避難勧告
!

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の漏
ろう

洩
えい

サイバー攻
こう

撃
げき

デジタルデバイド
（情

じょう

報
ほう

格
かく

差
さ

）

不安

依存

パソコンの
使い方難しくて
もういやっ！！

デジタルへの
依
い

存
ぞん

・不
ふ

安
あん AIやロボットの進

しん

化
か

により
変
か

わっていく仕
し

事
ごと

スマート家
か

電
でん

など，ICTの社
しゃ

会
かい

への浸
しん

透
とう

SNSの普
ふ

及
きゅう

ビッグデータの活
かつ

用
よう

，AIの利
り

用
よう

拡
かく

大
だい

第
だい

3次
じ

AIIブーム 超
ちょう
スマート社

しゃ
会
かい
へ

すべての人
ひと

とものがインター
ネットにつながる社

しゃ

会
かい

AIなどにより，必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

・技
ぎ

術
じゅつ

が
必
ひつ

要
よう

なときに提
てい

供
きょう

される社
しゃ

会
かい

情
じょう

報
ほう

・技
ぎ

術
じゅつ

などの革
かく

新
しん

により，さ
まざまなニーズに対

たい

応
おう

できる社
しゃ

会
かい

ロボットなどの新
あら

たな
技
ぎ

術
じゅつ

で人
ひと

の可
か

能
のう

性
せい

が広
ひろ

がる社
しゃ

会
かい

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2019 0/0

縮　尺

実教出版
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右

27×52
天地

製作： 作成者：

入
稿序 -8図説情報Ⅰ

情
じょう
報
ほう
技
ぎ
術
じゅつ
が情

じょう
報
ほう
社
しゃ
会
かい
に及
およ
ぼす影

えい
響
きょう

30000 0011
03



全国の天気

気温

降水量

1

5

10

15

❶	 I
インターネット

nternet	o
オブ

f	T
シ ン グ ス

hings の略
りゃく

。コン
ピュータなどの情

じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

機
き

器
き

だけで
なく，あらゆるものをインターネッ
トに接

せつ

続
ぞく

し，自
じ

動
どう

認
にん

識
しき

や計
けい

測
そく

・制
せい

御
ぎょ

などに利
り

用
よう

すること。

❷	 A
アーティフィシャル

rtificial	I
イ ン テ リ ジ ェ ン ス

ntelligence の略
りゃく

。人
じん

工
こう

的
てき

に作
つく

られた，人
にん

間
げん

のような知
ち

能
のう

のこと。

❸	 情
じょう

報
ほう

を分
ぶん

析
せき

し，問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

に役
やく

立
だ

つ
ように蓄

ちく

積
せき

したもののこと。

❹	 大
おお

きさや形
かたち

がある「もの（物
ぶっ

体
たい

）」は
移
い

動
どう

すると移
い

動
どう

元
もと

には残
のこ

らないが，
知
ち

識
しき

のような形
かたち

がない「情
じょう

報
ほう

」は移
い

動
どう

（伝
でん

播
ぱ

）しても，移
い

動
どう

元
もと

に情
じょう

報
ほう

が残
のこ

っ
ている。

	 1	 これからの社
しゃ

会
かい

　

現
げん

代
だい

の社
しゃ

会
かい

では，情
じょう

報
ほう

があふれており，必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を見
み

つけて
分
ぶん

析
せき

することが難
むずか

しくなってきている。
これからの社

しゃ

会
かい

は，IoT
❶
ですべての人

ひと

と「もの」がつながり，
さまざまなデータから人

じん

工
こう

知
ち

能
のう

（AI）
❷
によって必

ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

が整
せい

理
り

・
分
ぶん

析
せき

され，その結
けっ

果
か

を示
しめ

すようになっていくことが予
よ

想
そう

される。
そのような社

しゃ

会
かい

において，AIによって提
てい

示
じ

された情
じょう

報
ほう

や知
ち

識
しき❸

を活
かつ

用
よう

し，私
わたし

たちが，最
さい

終
しゅう

的
てき

に問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

ができるかどうかを判
はん

断
だん

していく必
ひつ

要
よう

があるだろう（ 1 ）。

	 2	 情
じょう

報
ほう

の特
とく

徴
ちょう

情
じょう

報
ほう

は「もの」とは異
こと

なり
❹
，「一

いち

度
ど

生
しょう

じると消
き

えない」（残
ざん

存
ぞん

性
せい

），
「容
よう

易
い

に複
ふく

製
せい

できる」（複
ふく

製
せい

性
せい

），「すぐに広
ひろ

がる」（伝
でん

播
ぱ

性
せい

）などの
特
とく

徴
ちょう

がある（ 2 ）。これ以
い

外
がい

にも，情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

・受
じゅ

信
しん

において，次
つぎ

のような特
とく

徴
ちょう

がある。
・ 発

はっ

信
しん

者
しゃ

や受
じゅ

信
しん

者
しゃ

の意
い

図
と

がともなう
・ 発

はっ

信
しん

された情
じょう

報
ほう

を受
う

け取
と

る人
ひと

が存
そん

在
ざい

する
・ 情

じょう

報
ほう

の価
か

値
ち

は人
ひと

それぞれ異
こと

なる（ 3 ）

IoT
人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

（AI）
データ・情

じょう

報
ほう

・知
ち

識
しき

残
ざん

存
ぞん

性
せい

・複
ふく

製
せい

性
せい

・伝
でん

播
ぱ

性
せい

情
じょう

報
ほう

や知
ち

識
しき

を問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

に利
り

用
よう

していくために，情
じょう

報
ほう

の特
とく

徴
ちょう

について学
まな

んでいこう。

情
じょう

報
ほう

と情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

の特
とく

徴
ちょう

これからの情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

では，膨
ぼう

大
だい

な情
じょう

報
ほう

から必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を整
せい

理
り

・分
ぶん

析
せき

し，最
さい

終
しゅう

的
てき

な判
はん

断
だん

をしなければいけない。

情
じょう

報
ほう

の特
とく

徴
ちょう

と聞
き

くと，どのようなことを思
おも

い浮
う

かべる

だろうか。いくつかあげてみよう。

4 0000 0100
04



1 データと情
じょう

報
ほう

の違
ちが

い

知識

データ

例 : 気温
　   降水量

事実や現象などを，数字や
文字，記号を用いて表現し
たもの

メディア

情報

例：気温のグラフ
　　降水量の表

「データ」を目的に応じて整
理したもの

メディアメディア

メディア（→p.42）は，情報を表現・伝達する手段のことである。

来週は
折りたたみ傘を
もって出かけよう

がさ

3 受
う

け手
て

による印
いん

象
しょう

の違
ちが

い

ご招待
ハワイ旅行

現地の天気に
興味あり

現地の天気に興味なし情報発信者

落選者当選者

アメリカ合
衆国の天気

 

ハワイ州　
ホノルル

8/3日（金
）

35℃
23℃

8/3日（金
）

35℃
23℃

アメリカ合
衆国の天気

 

ハワイ州　
ホノルル

2「もの」と情
じょう

報
ほう

の違
ちが

い
情
じょう

報
ほう

は「もの」とは異
こと

なり「形
かたち

がない」が，「もの」と比
ひ

較
かく

すると次
つぎ

のような特
とく

徴
ちょう

がある。

も　の 情
じょう

　報
ほう

残ざ
ん

存ぞ
ん

性せ
い

「もの」は，人
ひと

に渡
わた

してしまう
と手

て

元
もと

からなくなる。
「情

じょう

報
ほう

」は，人
ひと

に渡
わた

しても自
じ

分
ぶん

の記
き

憶
おく

から消
き

えることはない。

複ふ
く

製せ
い

性せ
い

まったく同
おな

じ「もの」を作
つく

るこ
とは難

むずか

しい。

original

copy

デジタルの「情
じょう

報
ほう

」は，容
よう

易
い

に
短
たん

時
じ

間
かん

で大
たい

量
りょう

に複
ふく

製
せい

できる。

伝で
ん

播ぱ

性せ
い

「もの」は，送
おく

ってから届
とど

くま
でに時

じ

間
かん

がかかる。

MAIL
「情

じょう

報
ほう

」は，電
でん

子
し

メールのよう
に短

たん

時
じ

間
かん

で伝
でん

播
ぱ

する。

1 2 個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の流
りゅう

出
しゅつ

について，情
じょう

報
ほう

の特
とく

徴
ちょう

の観
かん

点
てん

から，
問
もん

題
だい

点
てん

について考
かんが

えてみよう。
残
ざん

存
ぞん

性
せい

，複
ふく

製
せい

性
せい

，伝
でん

播
ぱ

性
せい

について，具
ぐ

体
たい

的
てき

な事
じ

例
れい

をあげ，まとめてみよう。

50000 0101
05
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けんじ

♬

実際は…光 影

5

10

15

❶	 p.48 参
さん

照
しょう

。

❷	 G
グ ロ ー バ ル

lobal	P
ポ ジ シ ョ ニ ン グ

ositioning	S
シ ス テ ム

ystem の
略
りゃく

。人
じん

工
こう

衛
えい

星
せい

から発
はっ

信
しん

される電
でん

波
ぱ

を
利
り

用
よう

して，情
じょう

報
ほう

機
き

器
き

の位
い

置
ち

を正
せい

確
かく

に
測
そく

定
てい

するシステムのこと。

❸	 スマートフォンなどの情
じょう

報
ほう

機
き

器
き

の
現
げん

在
ざい

位
い

置
ち

の情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

するシステム
のこと。

❹	 p.18 参
さん

照
しょう

。

❺	 それぞれネット依
い

存
ぞん

，ゲーム依
い

存
ぞん

ともいう。また，スマートフォンに
依
い

存
ぞん

する状
じょう

態
たい

をスマホ依
い

存
ぞん

という。

❻	 p.24 参
さん

照
しょう

。

	 1	 情
じょう

報
ほう

化
か

の光
ひかり

情
じょう

報
ほう

化
か

の進
しん

展
てん

により，スマートフォンや SNS
❶
などを利

り

用
よう

して ,
いつでもどこでも情

じょう

報
ほう

のやり取
と

りができるようになった。情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

は，医
い

療
りょう

情
じょう

報
ほう

，気
き

象
しょう

情
じょう

報
ほう

，道
どう

路
ろ

の渋
じゅう

滞
たい

情
じょう

報
ほう

，災
さい

害
がい

の予
よ

知
ち

・防
ぼう

止
し

，
環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

や省
しょう

エネ対
たい

策
さく

など，さまざまな分
ぶん

野
や

に活
い

かされている。
また，自

じ

動
どう

車
しゃ

に組
く

み込
こ

まれたコンピュータは，安
あん

全
ぜん

走
そう

行
こう

の実
じつ

現
げん

を
サポートし，交

こう

通
つう

事
じ

故
こ

の減
げん

少
しょう

につながっている。

	 2	 情
じょう

報
ほう

化
か

の影
かげ

情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

の新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

や仕
し

組
く

みを上
じょう

手
ず

に利
り

用
よう

すると，私
わたし

たちの
生
せい

活
かつ

は便
べん

利
り

で豊
ゆた

かになる。一
いっ

方
ぽう

，その利
り

用
よう

を誤
あやま

ると，次
つぎ

のような
トラブルに巻

ま

き込
こ

まれ，被
ひ

害
がい

に遭
あ

うこともある（ 1 ）。
・ プライバシーの侵

しん

害
がい

や個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の漏
ろう

洩
えい

・ 画
が

像
ぞう

の公
こう

開
かい

などによる著
ちょ

作
さく

権
けん

や肖
しょう

像
ぞう

権
けん❹
の侵

しん

害
がい

・ 利
り

用
よう

料
りょう

金
きん

を請
せい

求
きゅう

されるワンクリック請
せい

求
きゅう

や架
か

空
くう

請
せい

求
きゅう

情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

では，インターネットやゲームに依
い

存
ぞん❺
する人

ひと

たちの
増
ぞう

加
か

，サイバー犯
はん

罪
ざい❻
の増

ぞう

加
か

などさまざまな問
もん

題
だい

が起
お

こっており，
特
とく

にスマートフォンでインターネットを利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は，これら
のことを意

い

識
しき

して利
り

用
よう

する必
ひつ

要
よう

がある（ 2 ）。

情
じょう

報
ほう

化
か

の進
しん

展
てん

により，私
わたし

たちの暮
く

らしは便
べん

利
り

で豊
ゆた

かなもの

になってきた反
はん

面
めん

，さまざまな問
もん

題
だい

が起
お

こっている。

情
じょう

報
ほう

化
か

の光
ひかり

（利
り

便
べん

性
せい

）と影
かげ

（危
き

険
けん

性
せい

）には，それぞれどのよう

なものがあるか，いくつかあげてみよう。

2
情
じょう

報
ほう

化
か

の光
ひかり

・情
じょう

報
ほう

化
か

の影
かげ

GPS
位
い

置
ち

情
じょう

報
ほう

システム

情
じょう

報
ほう

や情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

について理
り

解
かい

し，それらを安
あん

全
ぜん

で効
こう

果
か

的
てき

に利
り

用
よう

することの大
たい

切
せつ

さを学
まな

んでいこう。

情
じょう

報
ほう

化
か

の進
しん

展
てん

と情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ
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1 情
じょう

報
ほう

化
か

の光
ひかり

と影
かげ

2 インターネットの利
り

用
よう

における注
ちゅう

意
い

点
てん

ネットいじめ

ウザいよね

無視しようよw

○○最近調子
乗っててムカつく

インターネットを使
つか

って行
おこな

われ
るいじめで，SNS などに相

あい

手
て

へ
の誹

ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

などを書
か

き込
こ

んだり，
電
でん

子
し

メールで別
べつ

人
じん

になりすまし
て嫌

いや

がらせのメールを送
おく

り付
つ

け
たりする。

インターネットやゲームに熱
ねっ

中
ちゅう

するあまり，いつもインターネッ
トを利

り

用
よう

していないと落
お

ち着
つ

か
ない状

じょう

態
たい

になることや，ゲーム
に過

か

剰
じょう

にのめり込
こ

む状
じょう

態
たい

になる
ことをいう。

Webサイトやメールのボタン，
リンクなどをクリックしただけで
勝
かっ

手
て

に登
とう

録
ろく

が行
おこな

われ，料
りょう

金
きん

を請
せい

求
きゅう

される詐
さ

欺
ぎ

。また，使
つか

った覚
おぼ

えの
ない有

ゆう

料
りょう

サイトの利
り

用
よう

料
りょう

金
きん

などの
支
し

払
はら

いを請
せい

求
きゅう

される詐
さ

欺
ぎ

をいう。

違
い

法
ほう

にアップロードされた音
おん

楽
がく

や映
えい

像
ぞう

などのコンテンツを，違
い

法
ほう

と知
し

りながらダウンロードす
ることをいう。たとえ私

し

的
てき

使
し

用
よう

が目
もく

的
てき

であっても，違
い

法
ほう

行
こう

為
い

と
なる。

ネット依存やゲーム依存

食事中のスマホ
やめなさい！

ワンクリック請求や架空請求

怪しい
メールは
返信しない !

何だこれ！？
返信したほうが
いいのかな？

会員登録

商品送付

支払請求

違法サイトからのダウンロード

DOWNLOAD

DOWN
LOAD

コミュニケーション SNSでの情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

・受
じゅ

信
しん

GPS
●❷
や位

い

置
ち

情
じょう

報
ほう

システム
●❸

情じ
ょ
う

報ほ
う

化か

の
光ひ

か
り

インターネット上
じょう

でのコミュニケーション

ボン
ジュール ハロー！

元気？

SNS への情
じょう

報
ほう

の掲
けいさい

載

鎌倉行った～！

ドローンを利
り

用
よう

した宅
たく

配
はい

情じ
ょ
う

報ほ
う

化か

の
影か

げ

悪
わる

口
ぐち

やいじめ 個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の漏
ろう

洩
えい

○○市：16歳

自
じ

宅
たく

や居
い

場
ば

所
しょ

の漏
ろう

洩
えい

これ私の
マンション！
なんで !?

件名：記念写真
from：あなたのファン

1 2 インターネットを悪
あく

用
よう

したサイバー犯
はん

罪
ざい

の例
れい

を調
しら

べてみよう。
位
い

置
ち

情
じょう

報
ほう

システムの光
ひかり

と影
かげ

についてまとめてみよ
う。
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3
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10

15

❷	 異
こと

なる伝
でん

達
たつ

手
しゅ

段
だん

の例
れい

として，テレ
ビや新

しん

聞
ぶん

，電
でん

子
し

メール，SNS など
がある。

❸	 製
せい

品
ひん

（Web サイトも含
ふく

む）の性
せい

能
のう

が信
しん

用
よう

できる度
ど

合
あ

いのこと。

❹	 発
はっ

信
しん

された情
じょう

報
ほう

が確
たし

かであると信
しん

用
よう

できる度
ど

合
あ

いのこと。

❶	 自
じ

分
ぶん

の顔
かお

や姿
すがた

，名
な

前
まえ

を隠
かく

して知
し

ら
せないこと。

	 1	 情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

における匿
とく

名
めい

インターネットでは，匿
とく

名
めい❶
によって気

き

軽
がる

に発
はつ

言
げん

できるなどの
メリットがある一

いっ

方
ぽう

で，誰
だれ

が発
はつ

言
げん

しているかわからないので，悪
あく

質
しつ

な行
こう

為
い

が起
お

こって，新
あたら

しい問
もん

題
だい

が発
はっ

生
せい

しやすい。直
ちょく

接
せつ

対
たい

面
めん

して
いないので，「する側

がわ

」は「される側
がわ

」の気
き

持
も

ちや痛
いた

みがわかりにく
い，などの理

り

由
ゆう

で匿
とく

名
めい

は悪
あく

用
よう

されやすい。
このような匿

とく

名
めい

のデメリットによる危
き

険
けん

性
せい

を避
さ

け，悪
あく

質
しつ

な行
こう

為
い

をなくしていく必
ひつ

要
よう

がある（ 1 ）。
インターネットのこのような特

とく

徴
ちょう

を理
り

解
かい

し，ルールとマナーを
守
まも

ってインターネットを活
かつ

用
よう

し，責
せき

任
にん

をもって情
じょう

報
ほう

を発
はっ

信
しん

・受
じゅ

信
しん

する必
ひつ

要
よう

がある。

	 2	 発
はっ

信
しん

者
しゃ

・受
じゅ

信
しん

者
しゃ

としての責
せき

任
にん

情
じょう

報
ほう

は，その内
ない

容
よう

だけでなく，情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

の時
じ

期
き

や手
しゅ

段
だん❷
によっ

て受
う

け手
て

の印
いん

象
しょう

が異
こと

なることがあるので，情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

者
しゃ

は，それ
らに対

たい

して注
ちゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

がある（ 2 ）。また，問
もん

題
だい

となるような
情
じょう

報
ほう

を発
はっ

信
しん

しないことが必
ひつ

要
よう

である（ 3 ）。
一
いっ

方
ぽう

，情
じょう

報
ほう

の受
じゅ

信
しん

者
しゃ

は，情
じょう

報
ほう

を取
しゅ

捨
しゃ

選
せん

択
たく

し，受
じゅ

信
しん

した情
じょう

報
ほう

をそ
のまま信

しん

用
よう

せず，ほかの情
じょう

報
ほう

と比
ひ

較
かく

するなど，情
じょう

報
ほう

の信
しん

頼
らい

性
せい❸
や

信
しん

憑
ぴょう

性
せい❹
を確
かく

認
にん

することなどが必
ひつ

要
よう

である（ 4 ）。

情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

者
しゃ

や受
じゅ

信
しん

者
しゃ

として，モラルと責
せき

任
にん

をもつことの大
たい

切
せつ

さを学
まな

んでいこう。

情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

における個
こ

人
じん

の責
せき

任
にん

情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

ではインターネットを通
つう

じて簡
かん

単
たん

に情
じょう

報
ほう

を世
せ

界
かい

に向
む

けて発
はっ

信
しん

することが

できる。

自
じ

分
ぶん

たちが情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

者
しゃ

として普
ふ

段
だん

気
き

を

付
つ

けていることがあれば，いくつかあげ

てみよう。

匿
とく

名
めい

信
しん

頼
らい

性
せい

・信
しん

憑
ぴょう

性
せい
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1 匿
とく

名
めい

のメリットとデメリット

図稿発注票 年度 書　　　名 章 ページ 図No. 色 仕上がり寸法

社内修正 2021 9/30

縮　尺

実教出版 9 1
1Ｃ
2Ｃ
4Ｃ

左右 天地

製作： 作成者：

入
稿
7
 18序章

誹謗中傷，なりすましなど
ひ ぼうちゅうしょう

デメリット

メリット

デマ

不正アクセス

悪口

不正コピーの
配布

1,000

1,000

募金 電話相談 ペンネームでの
出版

恋の
２進法
まかろん

83×95図説情報Ⅰ

2 異
こと

なる手
しゅ

段
だん

による情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

・受
じゅ

信
しん

電子メールによる情報の発信・受信

SNSによる情報の発信・受信

明日は 10時に
A駅改札前
集合ね！

〇〇商社
田中様

宛先
CC:

お世話になっております。
○月△日の打ち合わせの件，
14：00からとさせて
いただきたいのですが
よろしいでしょうか。

件名

○○○＠○○○.co.jp

打ち合わせについて

手軽に連絡
できる

しっかりと
対応しよう

3 情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

者
しゃ

としての注
ちゅう

意
い

発信者は次のような情報を
発信しないように注意しよう
・誤った情報

きょぎぎ   ぞう さ ぎ

・プライバシー(→p.18)を侵害する情報
・他人の悪口や差別する情報
・知的財産権(→p.20)や
　肖像権(→p.18)を侵害する情報
・偽造・虚偽・詐欺情報
・わいせつ・暴力などの有害情報

不幸の
手紙

情  報

4 情
じょう

報
ほう

の受
じゅ

信
しん

者
しゃ

としての注
ちゅう

意
い

・情報を取捨選択する能力
・詐欺などの情報を見破る能力
・情報の信頼性や信憑性を判断する能力

コンピュータウイルス

詐欺などの情報

毎日当選！
ポイントサイト
メアド登録
だけでお小遣い

受信者は次の能力を養おう

噂のサイト
アイドルの真実

情報の信憑性

1 2 よく利
り

用
よう

するメディアを例
れい

に，情
じょう

報
ほう

の発
はっ

信
しん

者
しゃ

や受
じゅ

信
しん

者
しゃ

として注
ちゅう

意
い

すべき点
てん

を話
はな

し合
あ

ってみよう。
匿
とく

名
めい

のメリットとデメリットをまとめてみよう。
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まとめ序
じょ
章
しょう

章
しょう
末
まつ
問
もん
題
だい

1 　　よく利
り
用
よう
する SNSのよいところ，注

ちゅう
意
い
すべきとこ

ろを話
はな
し合

あ
ってみよう。

2　　情
じょう
報
ほう
社
しゃ
会
かい
で生

せい
活
かつ
していくためには，技

ぎ
術
じゅつ
的
てき
な対
たい
策
さく
だ

けでは対
たい
応
おう
できないことを話

はな
し合

あ
ってみよう。

3　　情
じょう
報
ほう
技
ぎ
術
じゅつ
の発
はっ
展
てん
で社
しゃ
会
かい
がどのように変

か
わってきたか

を調
しら
べて話

はな
し合

あ
ってみよう。

4　　AIやロボットの進
しん
化
か
によって，社

しゃ
会
かい
や私

わたし
たちの生

せい

活
かつ
（仕

し
事
ごと
など）はどのように変

か
わっていくかを調

しら
べて話

はな

し合
あ
ってみよう。

情
じょう

報
ほう

と情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

の特
とく

徴
ちょう
� …p.4

コンピュータなどの情
じょう
報
ほう
通
つう
信
しん
機
き
器
き
だけでなく，あらゆ

るものをインターネットに接
せつ
続
ぞく
し，自

じ
動
どう
認
にん
識
しき
や計
けい
測
そく
・制
せい

御
ぎょ
などに利

り
用
よう
することを IoTという。

人
じん
工
こう
的
てき
に作
つく
られた，人

にん
間
げん
のような知

ち
能
のう
のことを人

じん

工
こう

知
ち

能
のう

（AI）という。
事
じ
実
じつ
や現
げん
象
しょう
などを，数

すう
字
じ
や文

も
字
じ
，記

き
号
ごう
を用
もち
いて表

ひょう
現
げん
し

たものをデータといい，それを目
もく
的
てき
に応
おう
じて整

せい
理
り
したも

のを情
じょう

報
ほう

という。
情
じょう
報
ほう
を分
ぶん
析
せき
し，問

もん
題
だい
解
かい
決
けつ
に役
やく
立
だ
つように蓄

ちく
積
せき
したもの

が知
ち

識
しき

である。
情
じょう
報
ほう
には，「一

いち
度
ど
生
しょう
じると消

き
えない」（残

ざん

存
ぞん

性
せい

），「容
よう
易
い

に複
ふく
製
せい
できる」（複

ふく

製
せい

性
せい

），「すぐに広
ひろ
がる」（伝

でん

播
ぱ

性
せい

）な
どの特

とく
徴
ちょう
がある。

情
じょう

報
ほう

化
か

の進
しん

展
てん

と情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ
� …p.6

情
じょう
報
ほう
化
か
の進

しん
展
てん
により，情

じょう
報
ほう
のやり取

と
りが自

じ
由
ゆう
にでき，

生
せい
活
かつ
が便
べん
利
り
になった（情

じょう

報
ほう

化
か

の光
ひかり

）。一
いっ
方
ぽう
，架

か
空
くう
請
せい
求
きゅう
や個

こ

人
じん
情
じょう
報
ほう
の漏

ろう
洩
えい
など，危

き
険
けん
なことも起

お
こっている（情

じょう

報
ほう

化
か

の影
かげ

）。
人
じん
工
こう
衛
えい
星
せい
から発

はっ
信
しん
される電

でん
波
ぱ
を利

り
用
よう
して，情

じょう
報
ほう
機
き
器
き
の

位
い
置
ち
を正
せい
確
かく
に測
そく
定
てい
するシステムのことをGPSという。

スマートフォンなど，情
じょう
報
ほう
機
き
器
き
の現
げん
在
ざい
位
い
置
ち
の情

じょう
報
ほう
を提
てい

供
きょう
するシステムのことを位

い

置
ち

情
じょう

報
ほう

システムという。
SNSなどに相

あい
手
て
への誹

ひぼう
謗中

ちゅう
傷
しょう
などを書

か
き込

こ
んだり，電

でん

子
し
メールで嫌

いや
がらせのメールを送

おく
り付

つ
けたりする，イン

ターネットを使
つか
って行

おこな
われるいじめをネットいじめとい

う。
インターネットに熱

ねっ
中
ちゅう
するあまり，いつもインター

ネットを利
り
用
よう
していないと落

お
ち着

つ
かない状

じょう
態
たい
になること

をネット依
い

存
ぞん

という。また，ゲームに過
か
剰
じょう
にのめり込

こ
む

状
じょう
態
たい
になることをゲーム依

い

存
ぞん

という。
Webサイトやメールのボタン，リンクなどをクリッ

クしただけで勝
かっ
手
て
に登
とう
録
ろく
が行

おこな
われ，料

りょう
金
きん
を請
せい
求
きゅう
される詐

さ

欺
ぎ
をワンクリック詐

さ

欺
ぎ

という。また，使
つか
った覚

おぼ
えのない

有
ゆう
料
りょう
サイトの利

り
用
よう
料
りょう
金
きん
などの支

し
払
はら
いを請

せい
求
きゅう
される詐

さ
欺
ぎ
を

架
か

空
くう

請
せい

求
きゅう

という。
違
い
法
ほう
にアップロードされた音

おん
楽
がく
や映
えい
像
ぞう
などのコンテン

ツを，違
い
法
ほう
と知

し
りながらダウンロードすること（違

い

法
ほう

サ

イトからのダウンロード）は，たとえ私
し
的
てき
使
し
用
よう
が目

もく
的
てき
で

あっても，違
い
法
ほう
行
こう
為
い
となる。

情
じょう

報
ほう

社
しゃ

会
かい

における個
こ

人
じん

の責
せき

任
にん
� …p.8

自
じ
分
ぶん
の顔
かお
や姿

すがた
，名

な
前
まえ
を隠
かく
して知

し
らせないことを匿

とく

名
めい

と
いう。
インターネット上

じょう
の発
はっ
信
しん
・受
じゅ
信
しん
には守

まも
らなければなら

ないルールとマナーがあり，発
はっ
信
しん
・受
じゅ
信
しん
する者

もの
には責

せき
任
にん

がともなう。
情
じょう
報
ほう
の発
はっ
信
しん
者
しゃ
の責
せき
任
にん
： 問
もん
題
だい
となる情

じょう
報
ほう
を発
はっ

信
しん

しないこ
とが必

ひつ
要
よう
である。

情
じょう
報
ほう
の受
じゅ
信
しん
者
しゃ
の責
せき
任
にん
： 情

じょう
報
ほう
を受
じゅ
信
しん
するときに，情

じょう
報
ほう
の

取
しゅ

捨
しゃ

選
せん

択
たく

などに注
ちゅう
意
い
する。

情
じょう
報
ほう
の受
じゅ
信
しん
者
しゃ
は，情

じょう
報
ほう
を取
しゅ
捨
しゃ
選
せん
択
たく
するために，次

つぎ
の二
ふた

つを確
かく
認
にん
することが大

たい
切
せつ
である。

◆信
しん

頼
らい

性
せい

… 製
せい
品
ひん
（Webサイトも含

ふく
む）の性

せい
能
のう
が信

しん
用
よう
でき

る度
ど
合
あ
いのこと。

◆信
しん

憑
ぴょう

性
せい

… 発
はっ
信
しん
された情

じょう
報
ほう
が確
たし
かであると信

しん
用
よう
できる度

ど

合
あ
いのこと。
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